








要約:超未熟児の予後は最近著明に改善してきた。それは、完成した地域化を基礎に母体

搬送の増加によるところが大きい。しかし、個々の例においては、緊急母体搬送の時期や

胎児管理において、また社会問題例や長期入院児などの残された問題もある。


